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る声を聞く。その瞬間、彼は『ローマ帝国衰亡史』を執筆する決意を抱いたのである もちろん 執筆には以後何年も 準備が必要であった。しかし、彼がその タート時点に立ったのは、間違いなく夕暮れの神殿の廃墟で修道士たちの声を耳にしたその瞬間であった。　
現代の日本に生きる私たちにす












マックス・ウェーバーをはじめ、オルテガ・イ・ガセット、丸山眞男などを縦横無尽に論じ 著者の議論を要約する余裕はここ はない。ただ、本書に収録されている「学者はナショナリズムの防波堤たれ――国家を超える「学問共同体」の役割 ―」の末尾にあ
「学者は直接国益に奉仕したり、国民感情を代弁したりすべきではない。 「学問共同体」の建設を通してしか、問題解決に携われないのでは でしょうか」などという一文を読むと おもわず昨今の研究者が置かれた状況を考えてしまうのである。　
自分が「学問共同体」なるもの
にいかなる貢献をしているのか、考え出すととたんに不安になる。とはいえ、長い時間をかけ 築き上げられた「学問共同体」の末端に属しながら、現代社会の諸課題にどうにか向き合おう している苦闘のなかで、本書はまさに「読むと背筋がぴんと伸びる本」なのではなかろうか。（うの
　
しげき／東京大学教授）
